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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
上下方向移動手段（１５）、ピペットおよび第１の方向に移動するための水平方向移動手
段（１３）を有するヘッド部と、当該第１の方向とは異なる第２の方向に移動するための
水平方向移動手段（１４）を有するテーブル部とを備え、前記ヘッド部と前記テーブル部
とを相対的に移動し、ピペット先端に装着されたピペットチップ内に試験管内から液状内
容物を吸引し、マイクロプレート上の所望の穴に前記液状内容物を排出することにより分
注作業を行う卓上液状内容物分注装置であって、　　　　　
前記テーブル部上面に、ピペットの先端に装着するピペットチップを保持する１つのチッ
プケースと、液状内容物または液状内容物を含んだ液体物を貯留する試験管を保持する１
つの試験管ラックと、１つのマイクロプレートと、ピペットの案内溝が穿たれたピペット
チップ脱離板を有する１つの廃棄箱とを配設し、
前記テーブル部上面において、チップケースとマイクロプレートとを互いにテーブル部の
中心付近を対称点とする点対称の位置に配設し、試験管ラックとチップ廃棄箱とを互いに
テーブル部の中心付近を対称点とする点対称の位置に配設し、かつ、チップケース、試験
管ラック、マイクロプレートおよびチップ廃棄箱を相互に近接して配設したことを特徴と
する卓上型液状内容物分注装置。
【請求項２】
前記ピペットが、先端にピペット本体より小径のピペットチップ装着部を有することによ
り、ピペットチップ装着部にピペットチップを装着してもなお、ピペットチップの上面と
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ピペットチップ装着部のピペットチップ側と相対する側との間に溝が形成されている請求
項１記載の卓上型液状内容物分注装置。
【請求項３】
前記ヘッド部は、試験管内の液面位置を検出する液面検出手段を有することを特徴とする
請求項１または請求項２に記載の卓上型液状内容物分注装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液状内容物分注装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
生化学分野においては、微生物などの生化学物質の培養や試験などの各種の処理が行われ
る。一般にこれらの処理は、対象の生化学物質を含んだ液状試料を専用の容器に収納した
状態で行われる。これらの処理は通常多数の試料を対象として系統的に行われる場合が多
いため、容器には多数の液状
試料が同時に収納できるように、液状 試料の収納部であるウェルが格子状に多数設けら
れたマイクロプレートが用いられる。そして培養や試験の過程においては、マイクロプレ
ート間で液状
試料の移注や小分けを行う分注操作が繰り返し行われる。
例えば、一般に血液検査は被験者から採取した血液を血清と血餅とに遠心分離した後、血
清と血餅とに遠心分離された検査資料を収容した容器内から血清のみを抽出し、これを試
験管等の別の容器に分注して行われる。
したがって、この様な血液の臨床検査に使用され血清分注装置は検査資料が収容された容
器内から血清を抽出する手段として吸引ノズルを備えており、この吸引ノズルを検査しよ
うが収容された容器内に下降させて血清を吸引するように構成されている。（例えば、特
許文献１参照）。
または、アームを旋回させるものが知られており、スペースを要するものである（例えば
、特許文献２参照）。
【特許文献１】特開平９－１３８２３６号公報
【特許文献２】特開２０００－３２１２８９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、これら装置は大型のものが多く、卓上のスペースに配置できる卓上型の液状内
容物分注装置が望まれていた。
　本発明の目的は、卓上に配置するための卓上型の液状内容物分注装置を開示するもので
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記課題を解決するために、請求項１の発明は、ピペット先端に装着されたピペットチ
ップ内に試験管内から液状内容物を吸引し、マイクロプレート上の所望の穴に前記液状内
容物を排出する液状内容物分注装置において、ピペットを有するヘッド部と、ピペットの
先端に装着するピペットチップを保持するチップケースと、液状内容物または液状内容物
を含んだ液体物を貯留する試験管を保持する試験管ラックと、マイクロプレートと、上面
に配置するテーブル部と、を備え、前記ヘッド部と前記テーブル部とが相対的に移動して
分注作業を行うことを特徴とする。
【０００５】
　また、請求項２の発明は、請求項１記載の卓上型液状内容物分注装置において、脱離し
たピペットチップを収容するチップ廃棄箱をテーブル上に備えることを特徴とし、請求項
３の発明は、請求項１記載の卓上型液状内容物分注装置において、前記ヘッド部は、試験
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管内の液面位置を検出する液面検出手段を有することを特徴とする。
【０００６】
　さらに、請求項４の発明は、請求項１または請求項２のいずれかに記載の卓上型液状内
容物分注装置において、チップ廃棄箱が、チップ脱離手段を備えることを特徴とし、請求
項５の発明は、請求項１ないし請求項４のいずれかに記載の卓上型液状内容物分注装置に
おいて、前記テーブル上において、チップケースとマイクロプレートとが互いに点対称の
位置に配設することを特徴とし、請求項６の発明は、請求項1ないし請求項５のいずれか
に記載の卓上型液状内容物分注装置において、前記テーブル上において、試験管ラックと
チップ脱離箱とが互いに点対称の位置に配設することを特徴とし、請求項７の発明は、請
求項１ないし請求項６のいずれかに記載の卓上型液状内容物分注装置において、ピペット
の作業待機位置に近い位置にチップケースを配置することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　一のテーブル上にチップを収納したチップケースと、試験管ラックと、マイクロプレー
トと、チップ脱離部と、を具えており、作業スペースを小さくして、液状内容物分注装置
全体をコンパクトにすることができ、占有スペースを小さくすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、本発明について実施例を示し、本発明をより具体的に説明するが、本発明はこの
実施例によって何ら限定されるものではない。本実施例１においては、血液から血清を分
注する液状内容物分注装置を説明する。
【実施例１】
【０００９】
　血清分注装置本体１０と分注装置本体を形成するＹ軸移動手段１４上に配設されたテー
ブルであるステージ２１とで構成されている。
【００１０】
　血清分注装置本体１０は、基台１１から上方に延出する二の支柱１２と、二の支柱１２
に支持されたＸ軸移動手段１３と、Ｘ軸移動手段１３が備えるＺ軸移動手段１５と、基台
１１上面に配設されたＹ軸移動手段１４とで構成されている。
【００１１】
　ヘッドはＺ軸移動手段１５に取り付けられる板１７と、板に取り付けられるピペット３
０と、板１７に取り付けられた超音波測長器１８と、を備える。
【００１２】
　Ｙ軸移動手段１４の上部に配設されたステージ２１は、ステージ２１上面に配置された
チップケース２２と、ステージ２１上面に配置された試験管ホルダー２３と、ステージ２
１上面に配置されたマイクロプレート２４と、ステージ２１上面に配置されたチップ廃棄
箱２５と、チップ廃棄箱２５はチップ脱離板２６とで構成されている。
【００１３】
　上記構成の血清分注装置は、次の工程で血清を分注する。
１．チップケース２２に収められたピペットチップ３１上に、ピペット１９を移動する。
２．ピペット１９を下降する。
３．ピペット１９の先端にピペットチップ３１を装着する。
４．ピペット１９を上昇する。
５. 試験管ラック２３に整列されている所望の試験管３０上に超音波測長器１８を移動す
る。
６．超音波測長器１８にて所望試験管３０の液面位置を検出する。
この時、試験管内には、血清が貯留されている。
液面センサヘッドは、試験管から離間した位置から非接触で液面位置を検出する。
他人の血清と混ざることを防止する。
７．ピペットチップ３１を装着したピペット１９を前記試験管３０上に移動する。
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８．前記情報を基にピペットを下降する。
Ｚ軸移動手段１５の現在位置と前記超音波測長器１８で計測した血清上面位置とから、ピ
ペットに吸入する血清の量とを考慮した量だけピペットチップ３１の先端を血清内に埋没
させることができる。
９．ピペット１９を作動させ、ピペットチップ３１内に所望量を吸引する。
１０．マイクロプレート２４の所望する孔に移動する。
１１．ピペット１９を下降する。
１２．ピペット１９を動作させ、ピペットチップ３１内の液体を前記孔に排出する。
１３．ピペット１９を上昇させる。
１４．チップ廃棄箱２５のチップ脱離板２６にピペット１９を移動する。
ピペット１９は先端にピペット本体より小径のピペットチップ装着部２０を構成していて
、ピペットチップ装着部２０にピペットチップ３１を装着してもなお、ピペットチップ３
１の上面とピペットチップ装着部２０のピペットチップ側と相対する側との間に溝３３に
形成する。
この溝３３に、ピペット脱離板２６のピペットの案内溝が位置するように水平移動する。
１６． ピペット１９を上昇させる。
１７．ピペット脱離板２６の下面がピペットチップ３１の上面と当接し、さらにピペット
１９が上昇することによって、ピペット１９からピペットチップ３１が脱離する。ピペッ
トチップ３１はチップ廃棄箱２５に落下する。
　なお、上記１～４の行程に先立って、５および６の行程を全ての試験管に対し繰り返し
実施した後に、上記１～４の行程、続いて上記７以降の行程を行うと効率が上がって好ま
しい。
【００１４】
　本発明の血清分注装置は、上記の構成および作動するので、
・チップ廃棄箱は、汚染を防止するために、カバー等で覆うことができる。
・チップケースと、チップ廃棄箱と、試験管ラックと、マイクロプレートとは、ステージ
から着脱可能である。
・前記チップ廃棄箱は、ステージ上に配置した例で説明したが、ステージ外に配置するこ
ともできる。例えば、図1において図示されるピペットの直下に配置することができる。
このとき、ステージはＹ軸方向にのみ移動するので、ステージがチップ廃棄箱に干渉する
ことはない。
【００１５】
　さらに、本発明の血清分注装置においては、
・前記ステージ上において、チップケースとマイクロプレートとが互いに点対称の位置に
配置すると、ステージとピペットの移動距離を最小にして好ましい。
・前記ステージ上において、試験管ラックとチップ脱離ステーションとが互いに点対称の
位置に配設するとステージとピペットの移動距離を最小にして好ましい。
・ピペットの作業待機位置に近い位置にチップケースを配置するとステージとピペットの
移動距離を最小にして作業を開始することができて好ましい。
・ステージには、それぞれの底面形状に応じた浅い溝が掘られていて、着脱を容易にし、
位置決めを確実にする。図示しないがバネ等の付勢手段により確実にこれらを保持し、位
置決めすることもできる。
・本装置は、背面にＰＣと接続可能な端子を備え、ＰＣ上でプログラムされた動作を実行
させることができる。また、動作中はその動作の様子をＰＣ上でモニタすることができる
。本装置から離れた場所で、装置の動作状況を確認することが出来る。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】卓上型血清分注装置の正面図である。
【図２】テーブル上面図である。
【図３】ピペット拡大図である。
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【符号の説明】
【００１７】
　１０　装置本体
　１１　基台
　１２　支柱
　１３　Ｘ軸移動手段
　１４　Ｙ軸移動手段
　１５　Ｚ軸移動手段
　１６　ヘッド
　１７　板
　１８　超音波測長器
　１９　ピペット
　２０　ピペットチップ装着部
　２１　ステージ
　２２　チップケース
　２３　試験管ラック
　２４　マイクロプレート
　２５　チップ廃棄箱
　２６　チップ脱離板
　３０　試験管
　３１　ピペットチップ
　３２　非常停止ボタン
　３３　溝

【図１】 【図２】
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